
 

 

 

 

 

 

 

 

総務文教常任委員会記録 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和元年９月５日 
 

 

 

 

 



 1 

【開催日】 令和元年９月５日 

【開催場所】 第２委員会室 

【開会・散会時間】 午前９時～午前１１時１８分 

【出席委員】 

委  員  長 河 野 朋 子 副 委 員 長 伊 場   勇 

委     員 奥   良 秀 委     員 笹 木 慶 之 

委     員 髙 松 秀 樹 委     員 長谷川 知 司 

委     員 宮 本 政 志   
 

【欠席委員】 

なし 

【委員外出席議員等】 

議     長 小 野   泰 請願紹介議員 河 﨑 平 男 
 

【執行部出席者】 

副市長 古 川 博 三 総務部長 芳 司 修 重 

総務部次長兼人事課長 辻 村 征 宏 人事課主幹 光 井 誠 司 

税務課長 石 田 恵 子 税務課課長補佐 大 井 康 司 

税務課市民税係長 山 口 大 造 税務課固定資産税係長 藤 澤   竜 

消防課長 末 永 和 義 消防課主幹 岩 村   淳 

消防課消防庶務係長 若 松 宗 徳 消防課消防団係長 吹金原 信 夫 

企画部次長兼財政課長 篠 原 正 裕 教育長 長谷川   裕 

教育部長 尾 山 邦 彦 教育次長兼教育総務課長 吉 岡 忠 司 

教育総務課課長補佐兼学校施設係長 熊 野 貴 史   
 

【参考人出席者】 

参考人 道 遊 博 士 参考人 平   明 美 

参考人 松 井 吉 行   
 

【事務局出席者】 

事務局次長 石 田   隆 議事係長 中 村 潤之介 
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【審査内容】 

１ 請願第３号 小学校・保育園が無くなる津布田地域のまちづくりの策定を

要望する請願書 

２ 議案第６９号 地方公務員法及び地方自治法の一部を改正する法律の施行

に伴う関係条例の整備に関する条例の制定について 

３ 議案第７０号 山陽小野田市会計年度任用職員の給与等に関する条例の制

定について 

４ 議案第７１号 山陽小野田市会計年度任用職員の勤務時間、休暇等に関す

る条例の制定について 

５ 議案第７２号 山陽小野田市職員の退職手当に関する条例の一部を改正す

る条例の制定について 

６ 議案第７３号 山陽小野田市税条例等の一部を改正する条例の制定につい

て 

７ 議案第７４号 重複地番解消のための山地番の変更に伴う関係条例の整理

に関する条例の制定について 

８ 議案第７５号 山陽小野田市消防団員の定員、任免、給与、服務等に関す

る条例の一部を改正する条例の制定について 

９ 議案第８０号 物品の購入について 

10 議案第８１号 新市建設計画の変更について 

11 承認第４号 埴生小・中学校整備事業（児童棟新築 機械設備工事）請負契

約の一部変更に係る専決処分について 

 

午前９時 開会 

 

河野朋子委員長 おはようございます。ただいまから、総務文教常任委員会を

開会いたします。それでは、請願第３号小学校・保育園が無くなる津布

田地域のまちづくりの方針の策定を要望する請願書についてを議題とし

まして審査を行います。本日は、紹介議員として河﨑平男議員に出席し

ていただいております。また、参考人といたしまして道遊博士さん、松

井吉行さん、平明美さんの御三方に出席していただいております。それ
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では、委員会を代表いたしまして参考人の皆様に一言御挨拶を申し上げ

ます。本日はお忙しい中、本委員会に出席していただきまして本当にあ

りがとうございます。委員会を代表して心から厚く御礼を申し上げます。

そして、本日は忌たんのない御意見を頂きますようよろしくお願いいた

します。それでは本日の議事について、少しお話しいたします。本議案

について、最初に紹介議員から御意見を頂いて、そして、その後参考人

の方から説明をしていただきまして、その後に、委員会の中で質疑に入

りたいと思います。なお、参考におかれましては、申し訳ありませんが

委員長の許可を得て、つまり指名を受けてから発言していただきますよ

うお願いいたします。それから発言の内容は、この問題の範囲の中でと

いうか、余り逸脱しないようにお願いいたします。それから、参考人の

皆さんからこの委員に対しての質疑というのはできないようになってお

りますので、申し訳ありませんけどよろしくお願いいたします。それで

は、まず請願の内容について、紹介議員として、河﨑平男議員から御説

明をお願いいたします。 

 

河﨑平男紹介議員 紹介議員の河﨑です。よろしくお願いいたします。津布田

地域から、津布田小学校、津布田保育所がなくなることで、地域住民の

方が、埴生小学校との統廃合計画案がないまま、また、跡地利用・活用

計画がないまま、そういった中で、不安を抱いておられます。このこと

は、過疎化が進み、限界集落にもなりかねません。市として、何らかの

施策が必要不可欠と考えます。ふるさとづくりやまちづくりの観点から、

このたびの紹介議員になった次第であります。簡単ですが、以上であり

ます。 

 

河野朋子委員長 はい、ありがとうございました。紹介議員からの説明が終わ

りましたので、次に参考人から説明をお願いします。まず、道遊博士さ

んからお願いいたします。 

 

道遊博士参考人 初めまして。私、津布田在住の道遊博士と申します。よろし
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くお願いします。以前は下関市、生まれも育ちも下関で、下関のほうに

住んでおりました。結婚して家が欲しいということで、そのときに。は

っきり津布田、田舎です。田舎だけど、ちゃんと小学校もある、派出所

もあるっていう形で、結構、地域の年配の人たちとつながりがあるって

いうことで、嫁を説得してこっちのほうに来ました。すいません。これ

は余談なんですけれども、本日、我々が津布田に対しての請願書につい

て、総務文教常任委員会の皆様には貴重な時間を取っていただきまして、

心からお礼申し上げます。まず初めに、請願を読み上げます。すいませ

んちょっと見ながらで申し訳ございません。現在、全国的に少子化が進

み、山陽小野田市においても例外でなく、小・中学校の児童数が増加す

る地区と減少する地区が混在することが課題となっております。このよ

うな状況の中で、市教育委員会は、平成３０年３月６日に津布田小学校

運営協議会において、平成３２年度４月の埴生小・中学校の開校に合わ

せて、埴生小学校と統廃合する提案がなされました。その後、ＰＴＡに

対してのアンケート調査を行うと。ＰＴＡと協議は進んでいるものの、

地域住民の方との協議はなく、たくさんの不安を感じておられる地域住

民の方も多数いらっしゃいます。子供ファーストの考えで埴生小・中学

校との統廃合には一定の理解を示す一方、津布田地区に小学校がなくな

るということは、私たちの先代が率先して築き上げてきた歴史と将来に

向けた取組を失うことだと言っても過言ではありません。地域社会の将

来を担う子供たちと地域住民が安心して暮らせるよう、地域コミュニテ

ィーのよりどころである小学校を核とした地域のまちづくりの方針を示

すことは、市民が安心して住み続けるための市民のサービスの根幹であ

ると考えております。つきまして、市内の中でも、人口減少が著しい地

域である津布田地域のまちづくりの方針の策定をここに要望いたします。

そして、今の現状をもう少し詳しく御説明します。まず一つ目に、教育

委員会とＰＴＡですが、現在教育委員会が考えている具体的な統廃合案、

例えば、通学バスや制服のことなどの案ですが、その詳細も出されない

まま、ＰＴＡに重要な判断が委ねられています。とても重要な判断なの

に、教育委員会からは早くＰＴＡが丸を出すようにと、せかされている
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ような気さえします。二つ目に、小学校が統廃合されそうになっている

ということを知らない人が、まだたくさんいらっしゃいます。そして、

小学校跡地の有効活用計画、管理計画が示されないまま統廃合が決定さ

れることについて、市民の方から、住民の方からの不満の声も出ており

ます。三つ目に、小学校を取り巻くコミュニティー、例えばふるさとづ

くり協議会などですが、なくなってしまうのではないかと住民の方はこ

れも不安がっています。以上で説明を終わります。 

 

河野朋子委員長 はい、ありがとうございました。そのほかの方から何か御意

見があるようでしたら伺いますが、いかがでしょうか。もしあるようで

あれば挙手をお願いいたします。 

 

松井吉行参考人 大河内自治会の自治会長の松井と申します。私、長年にわた

り津布田小学校の行事、整備作業に携わり、現在、教育後援会会長を務

めています。私の疑問として、なぜ市は地域住民に小学校統廃合の是非

を問わないのか。またなぜ、現在のＰＴＡだけに賛否を問うのか。津布

田地区では、地域住民一丸となって、１月にはどんど焼き大会、４月に

は津布田ふるさと祭りを行っています。このような行事も、保育園、小

学校、役員の協力により実現できております。統合決定されると、この

ようなイベントは、間違いなく廃止に追い込まれます。地域住民として

も、とても不安でたまりません。山陽小野田市として、津布田の地域の

活性化をどのように考えておられるか、また、保育園、小学校跡地の問

題、管理をどうされるのか。このような問題を地域住民に明確に示して

ほしいと思っております。以上です。 

 

河野朋子委員長 ありがとうございました。ほかにはありますか。 

 

平明美参考人 生まれも育ちも津布田の平といいます。よろしくお願いします。

私は今スポ少の指導者をしております。５年目になるんですけど、前回、

教育委員会さんとお話ししたときに、体育館の活用の件とかをお尋ねし
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たんですけど、体育館は、一応避難所として残されるそうなんですが、

そのときに、今は校舎があって守衛の方とかがおられて、管理とかも鍵

の管理とかもされているんですけど、練習が平日６時から８時でしたと

きに、鍵を借りに行く、終わったら鍵を返しに行っているんですけど、

そうなったときに避難所であれば、多分誰もおられない状態になると思

うんですけど、そういうのも案がないまま、避難所だから大丈夫だよと

いう答えしかまだ頂いていないので、そういうところとか、今松井さん

が言われたように、草刈り、整地作業、小さい話なんですけど整地作業

とかはＰＴＡとボランティアの方でしているんですけど、その管理とか

どうするんですかって聞いたら、市のほうでしますよと。それも多分そ

のときの返事だと思うんですけど、そういう案とかも全てまとめてとい

うか、全てをＰＴＡのほうにも地域のほうにも話をしてから、これから

どうするのかっていうふうに話を進めていただきたいなと思っています。 

 

河野朋子委員長 よろしいですか、参考人から。 

 

道遊博士参考人 すいません、あと、まだ地域の人にいろいろお話を聞くと、

山陽小野田市にとって津布田小学校は本当に必要じゃないのかっていう

のも疑問であるというふうな声もありました。それと、年配の方はやっ

ぱり過疎化が進んでどんどん高齢者が孤立化して、空き家が増えるとい

うことも心配されています。あと、常在の交番も今ない現状で、新しい

現代世代の転入がどんどん減り、見返り見回り意識の低下によって治安

が悪化するのではないかという不安の声も聞いております。それと、市

のほうがよく言ってらっしゃる、Ｕターン就職、Ｉターン就職、Ｊター

ン就職とかっていうのは、やっぱり小学校がないところ、もしくはその

本当に何もないところにはですね、やっぱり住もうという気は起こらな

いというふうに思っております。以上です。 

 

河野朋子委員長 ありがとうございました。以上で請願に対する説明が終わっ

たということでよろしいですね。（「はい」と呼ぶ者あり）それでは、
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これから質疑に入りたいと思います。委員のほうから、質疑があればお

願いいたします。 

 

髙松秀樹委員 話はよく分かりました。今、この津布田校区の人口はどのぐら

いあるのか。そして、今回請願を出された道遊さんほか津布田住民３５

名ってありますが、このほか３５名というのは何かこう団体とか組織を

作っておられるのか、それともそうじゃないのか。この２点をお聞かせ

ください。 

 

道遊博士参考人 人口についてはちょっと申し訳ございませんが把握できてお

りません。ただ、３５人というのは、今私が近所に、いろんなところに

聞き込みというか行って、賛同していただいた方の人数です。今もまた、

恐らくどんどん増えてくるとは思っておりますが、時間的なもので３５

人という形で区切らせていただきました。 

 

髙松秀樹委員 恐らく校区の人口１，０００人ぐらいじゃないかなと思ってい

たんですけど、請願に関することは、最終的にはまちづくりの方針の策

定をしてくれというところで、必要なんだろうなと思いがありますが、

ちょっと疑問に思ったのが、教育委員会が平成３０年３月６日に津布田

小学校学校運営協議会、これいわゆる学校運営協議会だと思うんですが、

学校運営協議会というのは、恐らく地域の方も入られた協議会だと思っ

ています。その中で説明をされたと。この学校運営協議会は、これ、あ

る程度意見を言う力を持っているはずなんですけど、その辺は、現在の

ところどうなっているのか、分かれば教えてほしいなと思います。その

辺りについては、協議会のメンバーで。 

 

松井吉行参考人 今のところそういった話が全く出ていませんね。私の知る限

りでは、近所の方とかに聞いたり各自治会の方に聞いたりしても、自治

会長自体はこういった話も知らないという人がおられるんですよね。そ

れで、私が一番市に対して言いたいのは、もう一度、広報でもいいです



 8 

から分かりやすく、今、こういうふうに、統合問題が出ていると。統合

後は、こういった方針で市としてはやっていきますと、津布田地域の活

性化のためにこういった方針でやりますとか、そういった文書を一度皆

さんに、納得行くように、そういった文書を回覧でもいいから回してほ

しいんです。でないと、もうみんながこの問題を知っていればいいんで

すけど、知らないうちにもう小学校なくなったとか、保育園がなくなっ

たとかじゃあね、家族の中にも地域の方々でも息子さんとか娘さんがち

ょっと津布田にＵターンして帰ろうかとか、そういった話も出ているん

ですよ。だから、皆さんがこれを認識してないですよね、はっきり。私、

この間の１４地区全部自治会長に会ってお話ししたんですけど、ちょっ

と知らない人も結構おられたんで、これはどうなっているんだろうかっ

ていうふうにちょっと不思議に思っている。そういったところもちょっ

と考慮して考えてほしいです。 

 

宮本政志委員 津布田地域のまちづくりの方針の策定っていうのは私も大変必

要だと思っておりまして、今ちょっと髙松委員の質問にもちょっと関連

しますけど、今自治会長たちはあんまりその情報を得てないっていうこ

とは、例えば埴生小校区のふるさと協議会とか自治協関係とも、情報交

換っていうか、そういったものっていうのは全く今されていない状況で

すか。 

 

道遊博士参考人 私の知る限りではされてないです。埴生の小学校のほうも津

布田と一緒になるのかどうかっていうのも、噂では聞いているかもしれ

ないかなというぐらいの認識です。 

 

宮本政志委員 今、何でそれ聞いたかっていいますと、都市計画マスタープラ

ンで、埴生小校区の辺りは生活拠点地域っていうのに指定されているん

で、当然津布田地域っていうのも連動してきますから、こういった今小

学校の問題が出ると、埴生のほうとの情報交換をしていらっしゃるかな

と思ってちょっとお聞きしたんです。もう１点、埴生小学校の１０年ぐ
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らい前から、小・中学校の件で、当時もちょっと出たんですけど、先ほ

どＰＴＡしか意見を聞いていないとおっしゃいましたよね。私、当時も

すごい重要で、当然、現役で子供が小学校に通っておられる保護者の方

も御意見重要なんですけど、赤ちゃんとか保育園に通っている親御さん

も当然小学校に上がることがありますから、そういった小学校の保護者

以外の、つまりＰＴＡ以外の方っていうのは全く、ですから意見聞かれ

たりあるいは情報が出てないんですか。 

 

河野朋子委員長 その辺りは分かりますか。 

 

道遊博士参考人 はい、その辺も出ておりません。 

 

笹木慶之委員 二、三お尋ねしますけど、先ほど、この請願者の連名で３５名

ですか、この中には、津布田田地区の自治会長は皆入っておられるんで

すか。まず、それが１点。それから２点目は、実際のところ、私ども委

員会としても今津布田小学校うんぬんという話は全く聞いていないんで

す、それは。ただ、今おっしゃったように、そういう話がありよるとい

うことだろうと思うんですけれども、そのことに対して、今おっしゃっ

たようなことは教育委員会には当然伝えてあるんですか、その旨は。協

議されておられるんですか。それが２点目。それからもう１点は、今宮

本委員から話がありましたが、私も実は、厚狭地区自治会協議会の副会

長をしていますけど、当然厚狭地区ではこういった問題があれば地区全

体の問題として、やはり、そ上に上げるというかね、というふうになっ

ていますけど、それがなされてないというのは、どういう理由からかな

というふうに思うんですけどね。その三つほど、お答えください。 

 

河野朋子委員長 まず１点目の、自治会長の方がこの３５名の中に入ってるの

かどうかっていうことについて。１点目をお答えいただけますか。 

 

道遊博士参考人 １件目の、うちの東郷地区は入っております。今、回覧とい
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う形で回しております。 

 

河野朋子委員長 ２点目の教育委員会との協議、この件についてはされている

のかということについてはいかがでしょうか。 

 

道遊博士参考人 教育委員会のほうは、ＰＴＡのほうで判断を、保護者のほう

と話をして、それで返事をくださいという形で言われております。存続

か統合かというところで。 

 

河野朋子委員長 ３点目の校区の自治会協議会中での認知はできていますか。 

 

道遊博士参考人 上がってないです。 

 

笹木慶之委員 それをどうこう言うつもりはありませんけど、今、手続上の問

題ですが一応確認をした中でやっぱり状況判断したいと思いましてお聞

きしました。 

 

長谷川知司委員 お世話になります。今この請願の文書を読むと、津布田小学

校がもう埴生小学校と統合するというのはやむを得ないという理解だと

思うんです、この文書を読んだ以上は。ただ問題は、その後どうするか、

そのためのまちづくりということが本当に大事と思います。今後２０年

において子供たちはどんどん減っていきますので。津布田だけではない

です。厚陽、有帆、高泊、そういうところも、将来的には、統廃合とい

うことが出てくるというのは予測されます。そこで津布田としてまちづ

くりをしてくださいということで今提案なんですが、逆にどういうもの

が欲しいというのを自分たちで考えて、早く考えて、それを市のほうへ

提案するということも一つの、何ていうかな、津布田の皆さんの気持ち

と思うんですね。だから、私から見れば津布田にどういうのが欲しいの

かっていうのをちょっとお聞きできればと思うんですが。 
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河野朋子委員長 何か具体的にそういったものがもしあるようであれば、ここ

で御意見をお聞かせいただきたいということですね。ありますか。 

 

道遊博士参考人 これは、すいません個人的な意見ですかね、それとも、みん

なと話し合った結果のっていう形ですか。 

 

長谷川知司委員 まだそこまで進められていないと思いますので、個人の意見

で結構です。参考に聞かせていただければと思います。 

 

道遊博士参考人 個人の意見とすると、やっぱり住宅、新しい住宅、それとあ

とスーパーが埴生地区には１軒もありません、埴生・津布田地区には。

ですので、スーパー。それと病院。それと、あと、道路が走ってるんで

すけど、一直線です、津布田は。横断歩道はあるんですけど信号機がな

いところっていうのがやっぱり何個かあります。そういったのもやっぱ

り危ないし、夜の街灯もほとんどないです。それとあと、やっぱり、交

番っていうのも、駐在所もやっぱりもう１回置いてほしいっていうのは

あります。今のところ私のほうで今ぱっと浮かんだのは、そういった形

です。ちょっとほかにも聞いてみてもいいですか。 

 

河野朋子委員長 ほかにありますか。 

 

松井吉行参考人 私はやっぱり１年に何回か、仮に統合しても小学生や中学生、

それと地域のみんなで、今の小学校の跡地で、グラウンドで、何かでき

るようなイベントを考えていきたいと思います。地域全員が集まって何

かできるような、そういった催しを考えたいと思っております。 

 

道遊博士参考人 作ってほしくないものっていうのもあるんですけど、太陽光

パネルなんです。これが、やっぱり、今津布田小学校の前にも広大な太

陽光パネルがあるんです。それがあると、やはり新しく入ってくる人っ

ていうのは、やっぱりもう本当に過疎化イコール太陽光パネルっていう
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ような形で思うんです。ですので、ちょっと太陽光パネルは、もうその

山の中とかであれば分かりますけど、建てないといけない事情も分かり

ますけど、過疎を促進するようなものは作ってほしくないなというのが

あります。すいません、作ってほしくないもので申し訳ございません。 

 

長谷川知司委員 本当に皆さん熱い思いを持ってらっしゃるのは分かります。

行政にこういう形で提案されるということ、また議会にも提案されるこ

とは大事です。と同時に自分たちでできることはどうなんだっていうこ

とを考えて、こういうものを欲しいっていうのをみんなで考えてまとめ

ていって、それをぶつけるということも今後是非行っていただければと

思います。請願については、私は本当、これは真摯に受け取っていきた

いと思いますので。そういうことで。 

 

河野朋子委員長 今のは意見ということで。はい。ほかに質疑はどうですか。

いいですか。質疑なしでいいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）では、

以上で質疑を終了させていただきます。参考人の皆様に一言お礼を申し

上げます。本日はお忙しい中に、委員会に来ていただき貴重な御意見を

頂きまして、心からお礼を申し上げます。今皆様から頂きました御意見、

これは委員会での今後の審査に十分生かしていきたいと思います。本日

は本当にありがとうございました。それでは以上です。お疲れ様でした。 

 

（紹介議員及び参考人退室） 

 

河野朋子委員長 はい、それでは委員会を再開いたします。今参考人、紹介議

員の方に、請願について御意見を頂きました。ここで少し、副委員長の

ほうから、先ほどの参考に説明について少し訂正があるようなので、お

願いいたします。 

 

伊場勇副委員長 先ほど、宮本委員の御質問の中に、津布田地域の幼児の方、

保育園、幼稚園に通われている方の御意見はということで、一応、小学
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校の今後についてアンケートを一応出していることは出しています。た

だ未回答の方も結構、未提出の方も多かった。一応４７出して３８が戻

ってきているっていう状況の中で、誰がどうかちょっと分かりませんけ

ど、やっぱりそれも総意ではないと思いますけど、なので。一応そうい

うふうに聞いていると。ただ、保育園に出向いて、教育委員会とお話す

るとか、今後の方針についてとかいう説明はなく、はい、どっちですか

っていうその２択のお話でございます。以上です。 

 

河野朋子委員長 少し訂正っていうかね、ありましたので、うん。（発言する

者あり）はい、そうですね。市の決定に従うのか、そうではないのか。 

 

奥良秀委員 今副委員長の発言中で、保育園の方々にアンケートをとられてい

るということなんですが、そのアンケート内容っていうのは、廃止か存

続か、小学校の廃止か存続かっていうことのアンケートでしょうか。 

 

伊場勇副委員長 ２択の一つは、市の決定に従うのか、津布田小学校に通わせ

たいのか、の２択でございます。 

 

奥良秀委員 津布田保育園っていうのは、ちょっと私も、ぱっと今思い出せな

いんですが公立ですか、それとも私立ですか。 

 

伊場勇副委員長 公立です。 

 

奥良秀委員 例えば、津布田保育園に通われている園児の方っていうか保護者

の方っていうのは、津布田地区、埴生地区以外の方も多分いらっしゃる

と思うんで、その比率とかはお分かりですか。 

 

伊場勇副委員長 比率は正直、ちょっと今、分からないんですね。ただ、半々

ぐらいな感じでは聞いております。 
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河野朋子委員長 ただ、今訂正されたのは全く何か幼児とか、聞いてないって

言われたのだけど部分的に少しそういうところにも聞いてますぐらいの

程度で、ちょっと先ほどの意見のことを少し修正したっていうことでい

いですかね。それでは、今参考人から意見も聞きましたので、今後、請

願について、どのように進めていくかということについて、この委員会

で少し協議したいと思いますが、いかがでしょうか。 

 

長谷川知司委員 この請願を基に、事実関係を教育委員会から、それから経緯

を聞くのがまず大事だと思います。 

 

河野朋子委員長 多分皆さんもそのように思われたと思いますし、先ほどの説

明の中でも、完全になくなるということを前提にこの請願を出されてい

るような感じでしたので、その辺りを委員会としてはまだ確定的なもの

は全然聞いておりませんので、そこも含めて、執行部に改めて確認した

り質疑をして、審査を深めていくということでよろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり）そうしますと、日程を少し、別の日に入れるように

なりますかね。ちょっと今日は無理ですよね。後日、日程調整して、こ

の件については引き続き審査を改めてしていくということに決定させて

いただきます。そうなりますと、今回の執行部は、教育委員会だけでい

いのか、ここはまちづくりということでありますが、どうですか。 

 

笹木慶之委員 教育委員会だけではいけないと思います。市の方針を決定する

機能を確認したいわけですからね。そういう方に出席を求めたいと思い

ます。 

 

河野朋子委員長 そうなりますと、どうなりますか。 

 

長谷川知司委員 先にまず教育委員会のほうから事実関係を聞くのが要るかな

と思うんです。それから、市長部局も呼ばないといけないと思います。 

 



 15 

河野朋子委員長 よろしいですか。段階的に、いずれはまちづくりということ

になって市の方針になりますが、最初の小学校の統廃合についての事実

確認は教育委員会からということで、そのように、ちょっと日程、ある

いは、調整をこちらのほうでさせていただくということでいいですかね。

（「はい」と呼ぶ者あり）では、その件についてはそのように計らいま

す。以上で請願についての審査はここで取りあえず中断し、また後日い

たしますので、この件については終わります。皆さんがよろしければこ

のまま少しお待ちいただいて、消防をお願いいたします。 

 

（執行部入室） 

 

河野朋子委員長 それでは、審査番号２、議案第７５号について審査いたしま

す。執行部の説明をお願いいたします。 

 

末永消防課長 おはようございます。消防課の末永です。よろしくお願いいた

します。それでは、議案第７５号の山陽小野田市消防団員の定員、任免、

給与、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について。改正

内容を御説明させていただきます。これは、成年後見制度の利用の促進

に関する法律（平成２８年法律第２９号）が施行され、成年被後見人等

の人権が尊重され、成年被後見人等であることを理由に不当に差別され

ないよう、平成２８年５月に成年被後見人等の権利に係る制限が設けら

れている制度について検討を加え、必要な見直しを行うこと等が定めら

れました。また、成年後継人制度の利用の促進に関する法律に基づく措

置として、成年被後継人等の権利の制限に係る措置の適正化を図るため

の関係法律の整備に関する法律（令和元年法律第３７号）が６月１４日

に公布され、同法の中で地方公務員法（昭和２５年法律第２６１号）の

一部が改正されたことを踏まえた欠格条項の削除になります。内容とい

たしましては、本条例第４条第１号「成年被後見人又は被補佐人」を削

り、同条第３号中「免職」を「懲戒免職」に改め、各号をそれぞれ１号

繰上げるものです。以上でございます。御審査のほど、よろしくお願い
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いたします。 

 

河野朋子委員長 はい、説明が終わりましたので、質疑を受けます。 

 

笹木慶之委員 趣旨は分かりましたが、新旧対照表をちょっと見てください。

ちょっとよう読み取れんのですけどね、改正前は分かるんですよ。改正

後が、第４条第１号が「（略）」になっているのは、これは「（略）」

じゃないんじゃないですか。どうなんですか。少し言いますと、成年被

後見人又は被保佐人というのを、今まではいわゆる代理となることはで

きないとしてあったのが、できるんでしょ。ということは、この１号は

繰り上げるんじゃないですか。これ、よう分からん、この記載除内容が。 

 

河野朋子委員長 説明をお願いいたします。（「ちょっと読み取れんね」と呼

ぶ者あり） 

 

末永消防課長 ただいまの御質問でございますが、確かに第１号を削除して次

の号を随時繰り上げるということになりますので、御指摘のとおり第２

号が第１号になるように繰り上がるというふうに考えます。 

 

古川副市長 これは基本的に改正前の第１号の成年被後見人又は被保佐人とい

うことがなくなって、旧改正前の第２号が第１号になるということでこ

のような形になっておるということでございます。 

 

河野朋子委員長 よろしいですか。 

 

笹木慶之委員 これは、そういうルールですかね。読み取りにくいね、これ。

いや、それならそれとして分かりました。 

 

河野朋子委員長 はい、よろしいですね。 
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長谷川知司委員 附則として、令和元年１２月１４日から施行とあるですが、

この日付がこうなった理由は何ですか。 

 

末永消防課長 今回の消防庁通知の中で、成年被後見人の権利の制限に係る措

置の適正化等を図るための関係法律の整備に関する法律というのが、令

和元年６月１４日に公布されておりまして、この交付の日から６か月を

経過した日であるということで、必然的に１２月１４日としてください

という記載がございましたので、それに従っております。 

 

宮本政志委員 改正前のほうの第４条の３、「免職」から改正後のほうは（２）

に「懲戒」が付いていますよね。多分、範囲が狭まったと思うんですけ

ど、これはさっきの成年被後見人とかとの関係があってこうなったんで

すか。 

 

末永消防課長 こちらにつきましては、こちらの法整備に伴いまして地方公務

員法の改正が行われました。地方公務員法のほうで、懲戒免職という文

言に改められましたので、条例のほうもそれに合わせたものになります。 

 

奥良秀委員 私もちょっとよく分からないんですが、第６条の規定によりとい

う文言があるんですが、この第６条とはどういった内容なんでしょうか。 

 

末永消防課長 条例の第６条でございますが、第６条には「任命権者は、団員

が次の各号のいずれかに該当するときは、懲戒処分として、戒告、停職

又は免職することができる。」という表記があり、第１号に「消防に関

する法令、条例又は規則に違反したとき。」、第２号に「職務上の義務

に違反し、又は職務を怠ったとき。」、第３号に「団員としてふさわし

くない非行があったとき。」という文言になっております。 

 

奥良秀委員 じゃ、基本的には罰則規定のようなものが第６条ということでよ

ろしいですかね。 
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芳司総務部長 いわゆる免職と申しますのが、懲戒免職だけではなくて分限で

あるとか諭旨免職といったものもあります。この第６条とか全体を読み

込みますと、ここでいう第６条の規定により免職の処分受けの「免職」

というのは、全体を読み取れば当然その懲戒免職ということが読み取れ

るんですけれど、明らかにいわゆる懲罰的な意味を含むものに限ってお

りますので、より明確にするという意味で、新たにこの従来「免職」と

いう表現をしていたところを「懲戒免職」という表現にやり直すという

ことであろうというふうには考えております。 

 

河野朋子委員長 質疑はよろしいですか。(「はい」と呼ぶ者あり)以上で、質

疑を打ち切ります。討論はありますか。(「なし」と呼ぶ者あり)はい。

討論なしということで、本議案について採決をいたします。本議案に賛

成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 はい、全員賛成で本議案は可決すべきものと決しました。続

きまして、議案第８０号について審査いたします。説明をよろしくお願

いいたします。 

 

末永消防課長 それでは、議案第８０号物品購入について、説明させていただ

きます。議案第８０号は、山陽小野田市消防団の消防ポンプ自動車の老

朽化に伴い更新するものです。山陽小野田市消防団は、災害における被

害の軽減を図るべく、消防ポンプ自動車に消防団員が乗車して火災現場

や水害現場に赴いているところです。今回更新しようとする車両は、平

成１２年度に第２方面隊の高泊分団に配備された消防ポンプ自動車です。

これにつきましては、去る７月２３日に指名競争入札をいたしましたと

ころ、１，９２５万円をもって藤村ポンプ株式会社に落札いたしました

ので、山陽小野田市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は処分
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に関する条例第３条の規定に基づき、同社と購入契約をいたすものであ

ります。消防ポンプ自動車の車両概要につきましては、乗車定員６名以

上、車両総重量５ｔ未満であること、エンジン等についてはディーゼル

エンジンを使用し、オートマチックトランスミッションとすること、と

しており、また、ポンプについては、「日消検定Ａ２級」としておりま

す。なお、本事業は、石油貯蔵施設立地対策等補助金事業として実施す

るもので、事業完了を令和２年２月２８日までといたしております。以

上でございます。御審査のほど、よろしくお願いします。 

 

河野朋子委員長 説明が終わりましたので、委員からの質疑を受けます。質疑

はありますか。 

 

長谷川知司委員 現在ある消防団のポンプ車はどのようにされるんですか。 

 

末永消防課長 購入から既に１８年以上経過しているということで、廃車とい

うことになります。 

 

長谷川知司委員 当然、補助を受けたら耐用年数は過ぎているわけですね。そ

れで廃車ということは、ただで処分するのか引き取ってもらうのか。あ

るいはそういうものは、結構買い取って外国に持っていって高く売れる

ということも聞いております。そういう意味では、例えば車として処分

するのが駄目であれば、タイヤを外して動かない状態で処分するってい

う方法もあると聞いています。そういうようなことで、少しでもそうい

うものは、自分たちでお金になるようにできるかどうか。そういう検討

をされたのか。 

 

岩村消防課主幹 一応、石備で購入した車両については、財政課のほうが担当

して処分しておりますので、財政課からうちにこういうふうな形で処理

しますという連絡が入って、現在も車両が２台ほど置いてありまして、

１台はもう廃車業者が持って帰っております。そういう形で処分してお
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りますので、うちのほうは売るとかそういう手続をしておりませんので、

この場ではちょっと回答できません。申し訳ございません。 

 

長谷川知司委員 財政課を呼んできてもらえますか。 

 

河野朋子委員長 財政課を呼んで、それがどうなったかを聞くということです

か。（発言する者あり）ちょっと休憩しますか。(「はい」と呼ぶ者あり)

では、５分ぐらいでいいですか。５分休憩すれば呼んでいただけますか。

(「はい」と呼ぶ者あり)では、５分休憩いたします。 

 

午前９時５０分 休憩 

 

午前９時５７分 再開 

 

河野朋子委員長 それでは、委員会を再開いたします。先ほど、使用済みの消

防ポンプ車ですか、これについての取扱いがどうなっているのかってい

うのをちょっと確認したいということがありましたので、担当課に来て

いただきました。お答えを頂けますでしょうか。 

 

篠原企画部次長兼財政課長 財政課の篠原です。どうぞよろしくお願いいたし

ます。このたびの消防車両の購入によりまして、従来、現在使っており

ます古いほうの消防車両、これが１８年を経過したという車両でござい

ますので、旧小野田市の時代に消防で使っていた車両ということになり

ます。宇部・山陽小野田消防組合が設立される際に、財産の取扱いに関

する協定書というのを結んでおりまして、消防車両につきましては、そ

れぞれの構成市からの無償貸与という形になっております。ですから、

現行の消防車両を廃車した場合には、一旦市のほうに戻ってくるという

ことになります。その後の古い車両の取扱いでございますが、石油貯蔵

施設等立地対策補助金を活用いたして購入した車両ですので、これは補
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助金の規定によりまして、他への流用ができないという決まりになって

おります。ですから、廃車をするに当たりましても、登録の抹消だけで

のみならず完全抹消、しっかりスクラップして車両としての機能がない

状態まで完全抹消するというのが条件になっておりますので、後の活用

というのはちょっとできかねる状況にあります。以上です。 

 

長谷川知司委員 完全抹消というのは何か無駄なような気がするんですが、そ

れはもう、それ以外に全て例外はないという理解でいいですか。 

 

篠原企画部次長兼財政課長 国の補助金の規定ではそのようになっております。 

 

河野朋子委員長 いいですか、確認で。(「はい」と呼ぶ者あり)では、使用済

みの件についてはそうですが、今回購入についての議案となっておりま

すので、質疑があれば受けます。 

 

笹木慶之委員 今、よく分かりました。それはそれとして、今回の入札業者の

数と、もう１点は、今後こういう車両がまだあるのかないのか。おおむ

ね１８年ぐらいがめどというふうに思うんですが、ほかにはそういう車

両があるのかないのか、お尋ねします。 

 

末永消防課長 今回の入札業者ですが、指名業者が６社でございます。そのう

ち１社が辞退したため、５社で入札を行っております。次に、今後の計

画でございますが、消防車両につきましては、先ほどからお話が出てい

るように更新年限をおおむね１８年ということで計画しております。こ

れに今後該当するのが令和の６年度になりますが、津布田分団と有帆分

団の２台が今後該当してこようかというふうに計画しております。 

 

笹木慶之委員 はい、分かりました。 

 

河野朋子委員長 以前これ、計画を出していただきましたよね。それで、計画
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的にやっているということは承知しております。ほかにありますか。(「な

し」と呼ぶ者あり)では、質疑を打ち切りまして、討論はよろしいですね。

(「はい」と呼ぶ者あり)討論もないということで、本議案について採決

いたします。本議案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は可決すべきものと決しました。お疲れ

様です。以上で３番まで終わりまして、５分間休憩いたします。お疲れ

様でした。 

 

午前１０時１分 休憩 

 

午前１０時７分 再開 

 

河野朋子委員長 それでは、委員会を再開いたします。審査番号４からですが、

４番から７番、議案第６９号から７２号までは関連議案となっておりま

すので、一括して説明を受けたいと思いますが、よろしいですか。（「は

い」と呼ぶ者あり）それでは、よろしくお願いいたします。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 皆さん、おはようございます。人事課の辻村です。

それでは今回提案させていただいております議案第６９号地方公務員法

及び地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整備に関

する条例、議案第７０号山陽小野田市会計年度任用職員の給与等に関す

る条例、議案第７１号山陽小野田市会計年度任用職員の勤務時間、休暇

等に関する条例及び議案第７２号山陽小野田市職員の退職手当に関する

条例の一部を改正する条例について、平成２９年５月に地方公務員法及

び地方自治法の一部が改正され、新たに期限付任用である「会計年度任

用職員制度」が新設されたことに伴う所要の改正であることから、一括
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して説明させていただきます。今回の改正は、地方の厳しい財政状況が

続く中、多様化する行政需要に対応するため、地方自治体においては臨

時・非常勤職員が増加していますが、任用制度の趣旨に沿わない運用が

見られ、適正な任用が確保されていないことから、今回の国の改正が行

われ、これに伴い、本市の臨時職員及び非常勤特別職は、令和２年度か

ら会計年度任用職員に統合することとなります。それでは、会計年度任

用職員の概要について、お手元に議案説明資料があるかと思いますけれ

ども、これに基づいて御説明します。今回の改正によって、今までの臨

時職員は６か月ごとの更新をしておりましたけれども、会計年度内の任

用ということになりますので、最大１年、会計年度が終わる時点で任期

も切れるということになります。そういう任用制度に変わるということ

です。昨日の本会議の中でも説明しましたように、再度の任用をするこ

とは可能であるということは示されています。会計年度任用職員制度の

改正によって、今までは、正規職員も一緒ですけれども、条件付任用期

間と言って、民間でいう試用期間が１か月設けられました。これによっ

て、この最初の１か月間の勤務状況により、雇用を続けるとか続けない

とか、その辺の判断をすべきだとなされております。それ以外に、服務

及び懲戒といたしまして、地方公務員法の服務規定を明確に適用すると

されたことで、守秘義務とか営利企業への従事制限とかいろいろな服務

の規定がありましたが、これらが明確に適用されるということ、及び懲

戒処分、違反等あれば、今まででしたらその時点で雇用をやめるという

ことになりますけれども、今回からは懲戒処分をするということになり

ますので、これが適用されることになりました。それ以外にも、人事評

価の対象にもなされております。次に、裏面を御覧ください。今回の改

正によって大きくなるのは、勤務条件、給与等ですけれども、こちらが

改正されます。お手元にあります資料の上段が現在の制度で、真ん中に

あります新制度というのが令和２年４月以降の制度となります。会計年

度任用職員には、正規職員と同じ週３８時間４５分勤務のフルタイム会

計年度任用職員と、週３７時間３０分以下のパートタイム会計年度任用

職員があり、現在の常勤臨時職員はフルタイム会計年度任用職員となり、
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その他の非常勤臨時職員及び非常勤特別職はパートタイム会計年度任用

職員となります。まず、フルタイム会計年度任用職員について変更とな

る点は、日額賃金であったものが月額給料となります。通勤手当と時間

外勤務手当はこれまでと同じですが、特殊勤務手当の支給が可能となり

ます。また、期末手当は、これまで年間、賃金日額の２０日分でしたが、

正規職員と同じ期末手当となり、現在は年間、給料月額の２．６月分と

なります。また、実質１年以上継続して雇用された方については退職手

当が支給されますが、退職手当の支給対象となった場合には、雇用保険

の適用からは外れることになります。これは職員と一緒で、雇用保険の

対象ではなくなります。次に、パートタイム会計年度任用職員について

は、賃金ではなく、月額、日額又は時給により、勤務実績に基づき報酬

が支給されます。今までは賃金でしたが、報酬で支払われることになり

ます。時間外勤務手当や特殊勤務手当についても、報酬に含めて支給と

なります。これまでパートタイムの方には支給していなかった通勤手当

については、費用弁償により支給されます。期末手当についても勤務状

況に応じて支給されます。休暇等については、国の非常勤職員に準じて

労働基準法に基づき付与します。これまでも有給休暇は支給しておりま

すけれども、有給休暇、特別休暇、女性では産前産後とか保育時間、こ

れは労働基準法等に定められておりますけれども、これらの休暇が付与

されることになりますし、育児休業についても、引き続き在職した期間

が１年以上である方についても適用があります。今回の改正についての

説明は以上でございます。 

 

河野朋子委員長 まとめて説明を受けましたので、条例は１本ずつあるんです

が、まとめて質疑も行いたいと思います。 

 

笹木慶之委員 ２、３お尋ねします。まず１点目は、フルタイム職員とパート

タイムの関係なんですが、勤務時間数にあんまり差がないんですよね。

ごくわずかしかないということで、これの使い分けというのはどのよう

に考えておられるんですか。 
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辻村総務部次長兼人事課長 これはあくまでもフルタイムとパートタイムを分

けるということですので、今回の改正でフルタイムはあくまでも正規職

員と同じ時間だということ。それ以外の者は全てパートタイムというこ

とで、こちらとしては１日当たり７時間４５分が正規職員ですけども、

それから１５分削った勤務時間７時間３０分以下の勤務条件であれば、

全てパートタイムというふうに考えております。今までもパートタイム

の方がいらっしゃいます。その辺の勤務条件は、それぞれの必要とする

職務において、必要な勤務時間という形になりますので、フルタイムで

ない、今でもパートタイムのいるところは同じような条件での雇用が見

込まれるとは思っております。 

 

笹木慶之委員 現状でそんなに接近した勤務っていうのはないんじゃないです

かね。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 はい、現実的にはございません。 

 

笹木慶之委員 それともう１点は、私もこの制度への移行というのは、状況か

らして結局うまく整理をしていったなというふうに感じていますが、そ

の中で、移行についての予算額はどのような変更になるんでしょうか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 予算の総額というところで、影響額は、このまま

現在のが来年度移行したという仮定でいけば、１億３，０００万円ぐら

いは増えるというふうには見込んでおります。 

 

笹木慶之委員 もう１点は、これは身分の関係ですけど、パートタイマーは報

酬と費用弁償となっていますよね。というとこれは非常勤の特別職です

ね。（「はい」と呼ぶ者あり）はい、分かりました。 

 

宮本政志委員 笹木委員の質問にちょっと関連するんですけど、確かに先ほど
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の負担額っていうのが、大体国の試算で、人口１０万人で二、三億円と

出していました。多分、妥当な数字だと思うんですけど、負担が増えて

いったら今後ＡＩ、人工知能ですよね、そういったものの活用とかを考

えられたり、あるいは民間に委ねられるところはどんどん民間に委ねた

りしていこうという方向に、やっぱり行くんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 はい。今回の会計年度任用職員に移行するかしな

いかは抜きにして、業務のアウトソーシングやＡＩ化とか、今、ＲＰＡ

といって自動で事務処理をするとかいうようなところは全国的に動いて

いますので、そういったところはやっぱり取り入れていかなければ、先

ほどこの説明でもありましたように、税収等財政状況が苦しくなる中で

いろいろやっぱり手を尽くさなくてはいけないとは考えております。 

 

髙松秀樹委員 表のほうに、任期１年以内だと。再度任用することは可能です

と書いてあるんですが、再度何回も任用ができるんですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 一応、何回もできるということでありますけども、

国等では、最大３回までは勤務成績が良ければ、今の山陽小野田市の臨

時職員はそういう形をしていますけども、３回までは更新することがで

きるとしていますので、山陽小野田市としてもその辺の形は取り入れた

いと思っております。 

 

髙松秀樹委員 次に、要はフルタイムの臨時職員がフルタイムの会計年度任用

職員ということになると書いてあるんですが、そのときの人数が１３２

名ですけど、この１３２名っていうのは職員数に今後計上されていくん

でしょうか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 一応、会計年度任用職員という形で職区分が分か

れておりますので、正規職員と同じ区分というわけではないですけども、

全体、大きな職員という中でいえば、当然、職員の人数ということには



 27 

なってくると思いますけども、区分は分かれております。 

 

髙松秀樹委員 ということは、いわゆる定数とはちょっと違う考え方で、運用

されるということですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 定数条例がありますけども、これの中では定数条

例の対象外にはなろうかと思っています。 

 

髙松秀樹委員 次に、非常勤臨時職員っていうのは、今現在７２名いらっしゃ

るんですが、これはどういった人たちになるんですかね。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 いろんなところにいらっしゃいますけれども、例

えば保育園のパートの調理員とか保育士とかを雇っております。週に３

日とかですね、週に２日とか。１日の勤務の短い人もいれば週に３日と

か２日とかいろいろなパターンがありますので、そういった方。教育委

員会、学校では食育支援員も１日の勤務が短いですから、この方も非常

勤の臨時職員になります。 

 

髙松秀樹委員 再任用だとか任期付職員って今いらっしゃいますよね。これは、

今後はどこに入ってくるんでしょうか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 再任用職員と任期付職員は、この職とは別で、今

後は、正規職員がいらっしゃって、再任用は職員のＯＢっていうか再雇

用ですけれども、再任用、任期付それと会計年度任用職員とこの４種類

になろうと思います。 

 

髙松秀樹委員 ということは、いわゆる臨時職員がこの二つに集約されたとい

うことですね。残りはそのまま残るということですよね。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 そのとおりでございます。 
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笹木慶之委員 少し枠を外れるかもしれませんが、パートタイム職員の関係な

んですが、この勤務形態を考えたときに、市民の需要に、より的確に応

えていくということを前提に考えれば、いわゆる守備範囲を広げるとい

うことも大事なんですよね。と申しますのは、通常、勤務は８時半から

５時１５分までとなっていますが、例えば８時半を７時半にする、ある

いは５時１５分を６時半にするとかいうケースが、住民要望もあるわけ

ですよね。このパートタイマーの有効活用によって、時差出勤というこ

とは可能だと思うんですよ。その辺について、今後、現状も多少されて

おられるかと思いますが、どのような考え方を持っておられるのか、お

尋ねしたいと思います。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 現状では、図書館は７時までやっている、いわゆ

る時差出勤、保育園も受入れの関係で朝７時からの時差出勤をしていま

すので、そういう中で、そういったパートの方も活用するということは

当然考えられると思います。その他の業務についても、そういうことは

どうかというのは、これから検討していかなくちゃいけないことかなと

は思っております。 

 

笹木慶之委員 要望を踏まえて申し上げておきますが、この件は一般質問をし

ますので、言ってしまったら本会議で言えませんので言いにくいんです

が、まさか今回この議案が出ると思っていませんでしたから、大変早い

対応で私もちょっと困っていますが、しかしそれはそれとして、やはり

市民の負託に応えるという意味合いから、やっぱりいろいろ要望が変わ

ってくるわけです。だから、その意見をしっかり酌み取っていただいて、

現状プラスアルファのところを、山陽小野田市の労務管理のやっぱりい

いところ出して、組織の機能の活性化を図ってもらいたいということを

要望しておきます。 

 

宮本政志委員 髙松委員の質問の中で、更新３回までっておっしゃったってこ
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とは、５年超えることはないってことですか。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 あくまでも、年度ごとに勤務状況を見る、また例

えば３回とした場合には、３回以降は、またいわゆるオープンに募集を

させてもらって面接等、いろんなちょっと採用の関係をした上で雇用と

いうことですので、その時点でまた応募されるということはあろうと思

います。 

 

宮本政志委員 何で聞いたかっていいますと、民間なら５年超えると無期雇用

が出てきます。そういった道っていうのは考えていらっしゃるかどうか、

あるいはないかどうかということでちょっとお聞きしたんです。 

 

辻村総務部次長兼人事課長 民間と公務員ではちょっと制度が違う関係で、５

年を超えてその辺の常雇用するという制度はないんです。そこは適用を

外されていますので、５年以上在職されても正規職員化することはない

です。一応、正規職員となるためには、正規の採用試験等をやっぱりす

る必要があります。そのためには別の制度で応募することになります。 

 

河野朋子委員長 ほかにありますか。質疑はよろしいですか。（「はい」と呼

ぶ者あり）打ち切ります。討論は、一つ一つについて、確認しなくちゃ

いけません。まず、議案第６９号について、討論はいいですか。（「な

し」と呼ぶ者あり）討論なしということで、議案第６９号について採決

をいたします。議案第６９号について、賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は可決すべきものと決しました。続きま

して、議案第７０号について、討論はよろしいですか。（「なし」と呼

ぶ者あり）では、採決をいたします。議案第７０号について、賛成の委

員の挙手を求めます。 
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（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、可決すべきものと決しました。議案第７１号に

ついて、討論はなしということでよろしいですね。（「はい」と呼ぶ者

あり）では、議案第７１号について、採決いたします。賛成の委員の挙

手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は可決すべきものと決しました。議案第

７２号について、討論はよろしいですか。（「あります」と呼ぶ者あり）

では、お願いいたします。 

 

笹木慶之委員 賛成討論です。今までのことを含めて申し上げたいと思います

が、この臨時職員等の取扱いについては、いわゆる公務員泣かせの部分

が今まであったと思うんです。これは雇用者側も被雇用者側についても、

なかなかしっくりこない面がありましたが、法律改正があって一定のと

ころに収まってきたということで、これは両者にとって非常にいいこと

だなというふうに思います。ついては、この退職手当条例によって退職

手当の支給も可能になるということについては、雇用の柔軟性ができて、

これからの地方自治に人的な要素の十分な対応ができる制度だなという

ふうに思っています。そういったことで、賛成討論といたします。 

 

河野朋子委員長 ほかに討論はよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）。

では、採決をいたします。議案第７２号について賛成の委員の挙手を求

めます。 

 

（賛成者挙手） 
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河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は可決すべきものと決しました。以上で、

人事関係の審査を終わりまして、続きまして、税務のほうに入りますの

で、入替えをお願いいたします。 

 

（職員入替え） 

 

河野朋子委員長 それでは続きまして、議案第７３号について審査をいたしま

す。執行部の説明をよろしくお願いいたします。 

 

石田税務課長 おはようございます。税務課の石田です。よろしくお願いいた

します。それでは税務課から、議案第７３号の山陽小野田市税条例等の

一部を改正する条例の制定について、概要を御説明いたします。今回の

改正は、地方税法の一部を改正する法律が平成３１年３月２９日に公布

されたことに伴い、所要の改正を行うものであります。なお、このうち

の一部については、施行日の関係から５月市議会臨時会において承認を

頂いており、今回は１０月１日以降、順次施行される内容についての改

正であります。お手元に参考資料として「山陽小野田市税条例の一部を

改正する条例の制定についての概要」をお配りしておりますので、これ

に沿って御説明いたします。今回の条例改正の主な内容としては、大き

く二つに分けられます。まず一つ目は軽自動車税関係ですが、車体課税

の見直しを行います。平成２８年度の税制改正により、今年１０月から

の消費税率１０％への引上げ時に、自動車取得税を廃止し、自動車の取

得に係る税として、自動車税及び軽自動車税に「環境性能割」が導入さ

れます。その環境性能割について、消費税率引上げに伴う自動車の取得

時の負担感を緩和するため、令和元年１０月１日から令和２年９月３０

日までの間に自家用乗用車を取得した場合、自動車税・軽自動車税それ

ぞれの環境性能割の税率を１％分軽減する措置が設けられます。これに

よる地方税の減収は、全額国費で補塡されます。また、自動車税の種別

割及び軽自動車税の種別割のグリーン化特例については、環境性能割が

自動車税及び軽自動車税に導入されることを契機に、その適用対象を電
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気自動車等に限定します。ただし、消費税率引上げに配慮し、現行制度

を２年間延長した上で、令和３年４月１日以後に初回新規登録又は最初

の新規検査を受けた自家用乗用車から適用となります。次に二つ目とし

て、子どもの貧困に対応するため、児童扶養手当の支給を受けている児

童の父又は母のうち、現に婚姻をしていない者又は配偶者の生死の明ら

かでない者で、前年の合計所得金額が１３５万円以下である場合、令和

３年度分以降の個人住民税を非課税とする措置が講じられます。現在、

個人住民税においては、一定の事由に該当する者について担税力がない

又は著しく小さいといった特別な事情にあることを踏まえ、これらの者

に負担を求めることは適当でないとの趣旨で、前年の合計所得金額が１

２５万円―これは令和３年度以降に１３５万円に改正されます―以

下の障害者、未成年者、寡婦又は寡夫については非課税としていますが、

今回の税制改正において、子どもの貧困への対応という観点から、ほか

の一般的な納税義務者に比較して所得を稼得する能力も担税力も弱い状

況にあるひとり親が、非課税措置の対象に追加されたものです。このほ

か、改元に伴う元号の整備、条項ずれ等、所要の改正を行うものです。

以上で説明を終わります。御審査のほど、よろしくお願いいたします。 

 

河野朋子委員長 はい、説明が終わりましたので、質疑を受けます。 

 

笹木慶之委員 今、税制改正のことを言われましたが、それぞれ、税の影響額

は、もちろん想定になりますけどつかんでおられますか。 

 

石田税務課長 まず、車体課税の見直しのほうについてであります。これは、

今まで自動車を取得したときに、自動車取得税というのが掛かっており

ました。これは全て県税になり、県の税金になっておりました。これが、

環境性能割が導入されることによりまして、軽自動車分の環境性能割が

市のほうに入ってまいります。これは、平成３１年度の予算に既に計上

しておりますが、歳入といたしまして、２１１万２，０００円が環境性

能割軽自動車税分として入ってくると試算をしております。続きまして、
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ひとり親の非課税についてですが、平成３１年度の課税分として、寡婦

及び寡夫控除の非課税の方が約９５０名いらっしゃいます。今後、児童

扶養手当を受けられている方で、なおかつひとり親の方が今現在約５０

名いらっしゃいますので、この５０名分が９５０人にプラスをされて、

今後非課税になってくると把握をしております。 

 

河野朋子委員長 ほかに、よろしいですか、質疑は。 

 

笹木慶之委員 これはよく言われることなんですが、消費税の導入と今回の軽

減措置、車に関しては。いわゆる、被使用者にとってはどうなんですか。

消費税が上がったことに対する負担と、それからこの税制改正によって

負担軽減するという部分なんですが。いろいろ言っている方が違うんで

すよね。どのように考えておられますか。 

 

石田税務課長 これは少し私見も入りますが、よく新聞やネット等で見ますと、

新車の販売台数の半分がこの税制改正によって非課税となるというふう

な見込みがあります。今回のこの制度の導入については、自動車業界か

らもいろいろ反発等もあったようで、国としては、燃費が良くて環境に

も優しい車をこれから増やしていきたいということでの、このたびの改

正になっているわけですが、消費税が１０％に上がることでの買い控え

を抑える意味で今回１％の軽減税率が設けられておりますので、新車の

販売台数としてはそれほどの増減がないというふうには見込んでおりま

す。 

 

笹木慶之委員 私も断定できませんが、結局、消費者のフラット化を図ったん

ですよね。いわゆる偏らないということを有期限で取り扱ったというふ

うに思っています。ですから、市税そのものにそんなに影響はないのか

なというふうに思いますが、ただ、税源移譲は、された分だけは市のほ

うにとってプラスになるというふうに理解していますが、おおむねそう

なんですよね。 
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石田税務課長 市税の面でいえば、この環境性能割の軽自動車分が入ってまい

りますので、その分は増額になると思っております。 

 

河野朋子委員長 ほかに、いいですか。質疑を打ち切ってよろしいですね。（「は

い」と呼ぶ者あり）では、討論はありますか。（「なし」と呼ぶ者あり）

では、議案第７３号について、採決をいたします。本議案に賛成の委員

の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は可決すべきものと決しました。続きま

して、議案第７４号について審査をいたします。よろしくお願いいたし

ます。 

 

石田税務課長 それでは、税務課から議案第７４号の重複地番解消のための山

地番の変更に伴う関係条例の整理に関する条例の制定について、御説明

いたします。本条例は、山口地方法務局において実施されております重

複地番解消のための山地番の変更に伴い、当該山地番を規定している条

例６本について整理を行うものであります。山口県では明治以来、宅地、

農耕地等の耕地に１番から順に耕地番が付されるとともに、山林、原野

等にも同様に１番から順に山地番が付されたことにより、同一大字内に

重複地番が多数存在しており、山口地方法務局では、円滑で安全な不動

産取引を図るため、山口県内全域で平成２３年度から順次、重複地番の

解消を行っております。山陽小野田市においては、平成３０年１１月９

日に、旧小野田市地域の山地番に１００００番を付する方法によって重

複地番を解消したところですが、令和元年１１月８日に旧山陽町地域を

同様の方法によって重複地番を解消することから、山陽小野田市一般廃

棄物処理施設設置条例を始めとする６本の条例において規定する「山陽

小野田市内に存在する公共施設の位置」について、変更された地番に改



 35 

正するものです。また、この条例の制定に併せて、条例内の公共施設の

住所表記にある「○番地の○」の「の」の削除を行っております。以上

で説明を終わります。御審査のほど、よろしくお願いいたします。 

 

河野朋子委員長 はい、説明が終わりましたので、質疑を受けます。 

 

長谷川知司委員 公民館とかでの番地で、何々の「の」をのけるっていうのが

あったんですが、それはどういう理由で、またそういうのが普通なのか

どうか教えてください。 

 

石田税務課長 本来、住所の表記については、「の」が入らない形を用いてお

ります。今回、この重複地番解消に関する条例改正を行うに当たって、

その「の」の部分も併せて、このたびのけさせていただいたということ

になります。 

 

長谷川知司委員 「の」のないのが正式だと理解していいんですね。 

 

石田税務課長 そのとおりです。 

 

河野朋子委員長 ほかに、質疑はよろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）

では、質疑なしということで、討論もよろしいですか。（「なし」と呼

ぶ者あり）では、議案第７４号について、採決をいたします。本議案に

賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は可決すべきものと決しました。以上で

終わります。では、５分間休憩いたします。 
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午前１０時４４分 休憩 

 

午前１０時５１分 再開 

 

河野朋子委員長 それでは、委員会を再開します。続きまして、議案第８１号

新市建設計画の変更について、審査をします。執行部の説明をお願いし

ます。 

 

和西企画政策課長 企画政策課和西です。よろしくお願いします。議案第８１

号は、新市建設計画の変更についてであります。本議案は、平成１６年

１０月１２日付で小野田市・山陽町合併協議会が策定した新市建設計画

を変更することについて、市町村の合併の特例に関する法律第５条第７

項の規定により、議会の議決を求めるものであります。現在、本市の計

画における期間は、平成１７年度から平成３１年度までの１５年間とな

っており、計画に基づき合併特例債等を活用して事業を実施しています。

一方、東日本大震災等に伴う合併市町村に係る地方債の特例に関する法

律により、合併特例債を起こすことができる期間が延長されています。

よって、本市において令和２年度も施設の統合や地域全体の均衡ある発

展を図るための事業を継続して実施し、その財源として合併特例債を活

用するため、計画の期間を延長するものです。変更の概要ですが、計画

の期間を１年間延長し、平成１７年度から令和２年度までの１６年間と

します。また、これに伴い、財政の収支見通しの変更を行います。次に、

変更箇所ですが、計画のうち、第１章序論の２計画策定の方針の（３）

計画の期間中「平成３１年度までの１５か年とします。」を「令和２年

度までの１６か年とします。」に変更します。また、計画のうち、第７

章財政計画中「１５年間」を「１６年間」に変更し、別表を次のページ

のとおり変更します。説明は以上です。御審査よろしくお願いします。 

 

河野朋子委員長 はい、説明が終わりましたので、質疑を受けます。 
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笹木慶之委員 変更の内容等についてはよく理解できました。具体的に、１年

間延長したことによって、現在の特例債の残額とその使途は既に決まっ

ていると思いますが、教えてください。 

 

篠原企画部次長兼財政課長 合併特例債でございますが、平成３０年度決算を

踏まえまして、また、このたび９月補正という形で上げておりますが、

この時点での発行累計額が１５７億７，０００万円となっております。

本市におきまして合併特例債発行可能額は１５８億２，８５０万円とい

うことで、今、予算上では５，８５０万円の残高が出ている、残額があ

るということです。今までの従来の計画でありましたら今年度である令

和元年度までの活用ということで、この５，８５０万円というのが活用

せずに終わってしまうということでしたが、９月補正の補正予算の内容

にちょっと及びますが、債務負担行為を設定しまして、今の埴生小・中

学校の整備事業、それから埴生地区の複合施設の整備事業の外構工事が

建屋本体の工事期間の延長によりまして、これを令和２年度までの期間

で債務負担行為の設定をしております。埴生小・中学校整備事業、それ

から埴生地区複合施設整備事業、ともに合併特例債を活用した整備事業

としておりますので、この令和２年度まで債務負担行為を設定する外構

工事につきましても、合併特例債を活用できるようということで、期間

を１年間延ばすことといたしております。以上です。 

 

河野朋子委員長 ほかに、よろしいですか。（「はい」と呼ぶ者あり）質疑は

なしということで、討論はよろしいですか。（「なし」と呼ぶ者あり）

討論なしということで、議案第８１号について、採決をいたします。本

議案に賛成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で本議案は可決すべきものと決しました。お疲れ様
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でした。では、１１番の審査を行いますので、退室をお願いいたします。

それでは１１時５分まで休憩をいたします。 

 

午前１０時５６分 休憩 

 

午前１１時７分 再開 

 

河野朋子委員長 それでは、委員会を再開します。審査番号１１承認第４号に

ついて審査をします。執行部の説明をお願いします。 

 

吉岡教育次長兼教育総務課長 おはようございます。教育総務課の吉岡でござ

います。それでは、承認第４号埴生小・中学校整備事業（児童棟新築 機

械設備工事）請負契約の一部変更に係る専決処分について、御説明いた

します。現在、新築中の児童棟に上水を供給するための貯水槽を、既設

の中学校の校舎北側にある機械室に設置する工事の前に、支障となる室

内外の設備機器及びダクトを撤去しようとしたところ、飛散性アスベス

トを使用した部材が発見されました。このアスベストを適正に除去する

ための追加工事が必要となったところでございます。この工事請負契約

の変更は、山陽小野田市議会の議決に付すべき契約及び財産の取得又は

処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を要しますが、アスベ

スト除去の工事を生徒のいない夏休み中に行いたいということ、そして

令和２年４月に新校舎を供用開始し埴生小・中学校を開校させるにため

には、この追加工事を８月中に行う必要がありました。そのため、特に

緊急を要するため、議会を招集する時間的余裕がないことが明らかであ

ることから、専決処分を行ったものでございます。御審査のほど、よろ

しくお願いいたします。 

 

河野朋子委員長 説明が終わりましたので、質疑を受けます。 
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宮本政志委員 ちょっと気になるところがあって、理由のところで「ダクトを

撤去しようとしたところ、アスベストを使用した部材が発見され」って

書いてあるんですけど、アスベストは非常に体に悪いんですけど、アス

ベストが出るであろうということを想定した格好で、撤去しようとされ

たんですかね。つまり、その撤去しようとして作業着のままマスクもな

いままで撤去しようとしたら、そこにアスベストがありましたっていう

ふうなことになると、今から市役所本庁舎とか古い建物のときに、やっ

ぱりそういったことも想定して、ある程度予算取ってでもその準備しと

かんと、まだこれダクトやけいいですけど、もし何かとかで破損して飛

散したとなって、吸い込むと大変なんで、その辺っていうのはどういう

ふうに今後対応されますか。 

 

吉岡教育次長兼教育総務課長 このたびのこのアスベストに関しましては、既

設校舎につきましては事前に設計の段階でアスベスト調査をしておった

ところですが、この機械室につきましては、設計の中でアスベスト建材

がないということになっておりまして、工事を進めておりました。とこ

ろが、その工事をする前にその工事を請け負った業者から、アスベスト

がダクトのつなぎ目の部材の中に含まれているのではないかというよう

な指摘がありましたので、工事をする前に事前に調査を行って、工事の

ほうさせていただいたということです。 

 

宮本政志委員 だから、アスベストがあるかもしれんという前提で、そういっ

た対応をして、作業に当たったってことでしょ。ですよね。だから、今

後もそういったことはきっちり多少費用が掛かってでも、やっぱりアス

ベストが疑われるときは、これ意見になると思いますけど、しっかり対

応を準備してやっていきますよっていうことでお願いします。 

 

髙松秀樹委員 抽象的な話になるんですけど、アスベストってどのぐらい発見

されたっていうか、見つけられたのか。工事金額が、今５５０万円ぐら

いじゃないですか。どういう状況でどのぐらいあるのかなと思って。そ
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れとこの機械室っていうのは、これは校舎北側にあるっていうことで、

全然別棟であるということなのか、その辺をちょっとお聞きしたいと思

います。 

 

尾山教育部長 ダクトっていうのが、およそ１メートルはないと。一辺が１メ

ートルはないと思いますけど、それぐらい近い大きさの４辺の大きさ、

開口部が。それを、当時校舎を建てて設置するときに、長さが大体１メ

ートルごとに切ってあるものをつないでいって組んでいるんです、現場

で。ダクトをです。１メートルぐらいの大きさのものをつないでいって、

ビスで止めて。そのビスで止めてすき間が空きますから、そこを埋める

のに、今回使ったアスベストが入っていたものを塗って、隙間を埋めて

いるんです。それが一つです。それともう一つは、パイプが別にあって、

それは断熱材を巻いているんですけど、そこの断熱材の曲がっている、

パイプが曲がっているところにあった断熱材の中にアスベストを使った

ものが、綿状のものがあったということですので、アスベスト自体の量

というのはちょっと測りようがないので分かりませんけど、それらを全

部、取りあえず機械室を密封して、密封された部屋の中で除去して外に

出ないようにして、持ち出してどこかで適正な処理施設で処理をすると

いうことです。 

 

髙松秀樹委員 もう大分、まだ数年前よりまだ前にね、公共施設についてはア

スベストの調査を全部行ったというふうに記憶しておるんですが、その

ときは本会議場の中で、全部調査終わったんだという話を聞いたんです

が、今日のこの議案を見るとそうじゃなくて、やっぱりあったというこ

とになるんですよね。 

 

尾山教育部長 昭和５０年代前半ぐらいまでは多くの建物で使っておられたと。

アスベストを使って製品化した部材が使われていると思っています。例

えばこの天井の裏、この石こうボードをはぐって、見たらあるかもしれ

ません。そういったところは、国のほうは解体するときにあるかないか
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を確認して、あれば適正処理してくださいということです。壁の中もそ

うです。だから今、確認しているのはあくまでも我々が目に触れるとこ

ろ、壁、天井、こういったところは確認をしていますけど、それ以外の

密封された空間で人が立ち入らないところについては、どこも確認され

ていらっしゃらないと思います。 

 

長谷川知司委員 今、教育部長が言われたように、アスベストそのものの考え

方が、当初は目に見えるものとか、それからだんだん基準が厳しくなっ

て、撤去すべきアスベストっていうのは、例えば材料でこの天井の中に

含まれとったらそれもアスベストになりますよというふうに、だんだん

基準が厳しくなってきたから「ない」、「ない」と言いながらも、後か

ら基準が厳しくなって追加が出てきたというのは理解できます。そうし

た中で、このたびの機械室及びダクトっていうのは、設計するときに設

計事務所のほうで調査なりされたのかどうかなっていうのがちょっと疑

問なんです。それがあれば、当初設計からこれが入っちょったと思うん

です。そこのほうは入っていなかったんですか。 

 

尾山教育部長 機械室についてはアスベストを使用されていないっていう、図

面等を見られて設計業者が設計されておられると思いますので、普通で

すと、業者にお願いするときには、建設当時の設計図面に全部、最初ペ

ージめくったら、どこの部屋にはどんな材料が使われていますよという

一覧表がまず出てくるんです、平面図とかの前に。それを見られて、あ

る、ないというのを判断されたりして、パソコンで検索されたりいろん

な、当時どういうものが使われて作られた部材かとかまで全部調べられ

て設計をされますので、図面にないと、現地でサンプルを採取して、全

て採取して設計されるっていうことはないですね、通常。 

 

長谷川知司委員 今の説明であれば、機械室の中は調べたけどダクトまではち

ょっと確認していなかったという理解ですか。（「はい」と呼ぶ者あり） 
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河野朋子委員長 ほかにありますか。いいですか。よろしいですか。（「はい」

と呼ぶ者あり）質疑はなしということで、討論は。（「なし」と呼ぶ者

あり）では、本議案について採決をいたします。承認第４号について賛

成の委員の挙手を求めます。 

 

（賛成者挙手） 

 

河野朋子委員長 全員賛成で、本議案は承認すべきものと決しました。以上で

終わります。お疲れ様でした。以上で、本日の総務文教常任委員会を閉

会いたします。２５分から、分科会を開会いたします。 

 

午前１１時１８分 散会 

 

令和元年（２０１９年）９月５日 

              

  総務文教常任委員長  河 野 朋 子   


